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大多品種の分類三地理的分布
lこ関する研究第10報
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.苦の鍵異-2
高橋隆平・山本二郎
本報t亡於てはでに於ける 2種の獲具、短.~及
v:三叉=ehood について調査した結果を越ペ
~. 
I短 苦
1.昼、短苦形貨の温情と変異竹崎博
士(1927)ぽ前報で玖級った側列無菅以外の、
正常苦の長さの遺体について詳細な研究を行っ
た。との結果によるとを長時主として2遺侮子
対 Aa(=Lklk)及びHh(=Uz uz)により支
配され、 AHは長官、 aH及び Ahは中昔、
ahは短せとなれなゐζれらは世質にも影響
Lて、 HはAに対じて下位 hypostaticでAH
Pと~は開苦であるが、 aH のと~は世は柔質
牝する。而して、とのAaは穂長遺体子Ee(:s:
U)との聞に蓮鎖闘係があV25%程度の組換
債を示す。完工ゐ Eeも亦多少を畏に彰醤をあた
えると。とれよりさき1keno (1917. '24)は大
蓄の1交雑に於て世長が側世抑制遺体子Iの外
作 Aa及びEeK支配主主れる結果を得たが、と
れは竹崎の結果とー致するもの主ょうである。
民、 Ubisch(1921. "23)は大要の世長が Aa
Rぴ Jiたる2遺体子対の支配をうげる毒事を明
bにしたが、との結巣を群抑に吟味してみると
女史のいう Aaは怜崎の夫すもと一致し、 Jiは
Hhその他の遺体子をふくむものと推測すると
とができる。赤藤 (1947)及び著者(未発表〉
.も多獄の交雑に於て竹崎博士の結果のEしいと
とを認めた。君主持、赤藤はとの2主遺修子の外
NI， N~ 及びMたるを長土倉勢遺体子を見出Lて
その芭長支配債を明かに.すると共にM の対立
遺体子 m が穂の成熟に従いをを軟弱萎縮させ
て多くの苦を股落させる作用を有するととを確
めた。竹崎のAa遺体子対に該当すると見られ
るものは宗、小倉、今井 (19l.Q)の牟を遺健子
対、三宅、今井 (1922)のAta¥及び王(1936)
の長硬世と短軟世形質である。彼等は短苦型が
柔知世となるとと友びその蓮鎖関係に於て大時
一致しているからである。
宗、小倉.今井 (1919)及び三宅、今井〈日
22)は普通の長世と無世との交雑で、 3-4遺体
ヲトが世長に闘興すると推論しているが、前記の
A) al (=Aa)以外の遺体子は如何なるもので
あるか明かでない。又、 Schiemann(1930) 
は Bethges大安に於て短世の突然場異を見出
しているが、モの群紡t.r.性質は不明である。
以上現在までに研究された諸結果を綜合して
みるL 大奏のを長に関奥ずる主要注遺侮子は
赤藤 (1941)のI(=lc)複対系の外'KAa(= 
Lklk)及びHh(=Uz uz)であり、叉その製
更遺体子として NI，N"M ~び穂長遺体子 Ee
が有在する。而して、 h，a及びmはを質にも
j乍用を及ぼす。今 Aa}.tぴHhの在の郭特性
に友ぽす影響を主として竹崎博士の結果から要
約して示すと次の如〈である。 ，
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との様にAa及びIfhの世長に及ぼす作用は
著しく期箸であって、雑種に於ける各種遺体子
型聞の区別は明瞭であるが、竹崎 (1927)及び
著者(1942)が本邦産大変について、叉その後
著者等が朝鮮中園友び近東の多数の品種につい
て世長の鑑具を調査した結果、 現ー存品種聞に於
ても上記4種のを型が明瞭に区別されるのをみ
た。とれは種kの盤頁遺体予の存在にもかLわ
らす京、夫等の品種が上越の2遺体子対について
差異を有している結果生じたものと解され.るの
である占
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さτAa及びHhの中、 H1tは渦性遺体予で
~って、とれは別~取掻ラベ4'ものと考えられ
る.それで‘以下に於て Aa遺偉予の分布につ
いてのみ述べるとと Lす<5a
2.昼、短芭温情乎Aaの地理問分布
Vavilov(1925)は東南アタァ、中薗Jl.び日本
たどに短世の種種が集中しているととを最初に
指摘Lた。 Freisleben (1940 b)は北印度の
Tehri Jl.ぴAlmora地方からネバール、揖子
江上流地域に短哲裸妻が、叉ヒマラヤの南斜面
やアフガιスグン東部に短世の皮萎が分布し、
とれらは短世型分布地域の最西部に当るもので
とれよb聞方には長世大要のみが見られると述
，ペていZ。友会、 Aberg(194のは東チベット
に於て2種の短世楳芽 asiaticqmVav.及び
hadaka Vav. et Orl.を見出している。
短=e大安は中園、朝鮮及び日本には可なり多
い。著者は中園では河南省新安庖からそのヰ防ー
焦舷、西卒、第州の聞で可怒り贋〈短告密植の
皮委 (eaH型〕が栽場さtiているのをみた。併
し揚子江下流地域、満州五ぴ華北からの蒐集材
料中には短世大要は金《含まれていない、。朝鮮
に於て最も蹟い耕地を占めているのは短でき密楠
皮妻である。とれらは耐寒性の掛hものが多〈
中南鮮の秋帯地帯広贋〈分布しているが、北鮮
には殆ど見られないb日本に於ては上記の世稽
型をした皮要が中部日本の比較的寒冷地IC司た
り多〈栽培され、又同じを穂型の裸穿も若干奨
励品種及び在来種中に・みられる。なた並性腺穂
中世1!ぴ渦性短世品積は中園、朝鮮及び白木に
於ても極めて稀であるととが注目される。
Orlov (1936)はア、l!ti'=-ア民於でこ僚の短
、
を大葬を見出しτいるが、短琶這事事子(a)は局
以上の結果に首長レでみるに、アフJf. 皐スJ'Y東
部以東チベット令中園、朝鮮京ぴ日本の中南部
地識に分布し、その他の地域tcは殆どみられた
い.而してと.I.IC注目7べきはとれらの地域以i
西には憂き大葬のみが分布しでいるとと L共に
なゐとれら東草地域に於ても長世遺体子 (A)
が最も普遍的であると左である@
1 E ~芭
1・三交芭の変異と境情三叉世もし〈は
冠般世hoodというのは外頴の先鳴が正常のを
となら.寸志拡大して手叉般の附属物と化した1種
の崎型世であって、とれは普通小萎に提げる膨
曲世inflatumの費異に比せられ、平行鑓呉
の1例とされよいる (Vavilov ，1922)。三叉世
には以下t亡qぐるような種身の費量異があるが、
その最も普通のもの t図1B)ではとの三叉赦
附属物の中央の突出物は内外穎となり、暗に澗
や子昂を内に包離して稀に稔興ずる.そして、
その爾側の突出物は共陀細長い三角形葉片棋を
なし翼lemmawingとよばれる、守主主叉ををつ
けた小穂はじたカもって 2個の小花が互に頂端で
ひっそコき合った形を呈しているわけである。
三ヌ世はその着生位置やそれの耐編物{世〉
の有無、長短等陀より衣のような種類が区別さ
れ1(図1}、とれらの諸特性は比較的安定してい
るため、その若干は既に大安の棲種分類上の特
債として用いられている (Orlov1936， Aberg 
1940 陀よる〉
I.・3小稽共 hoodをもっ
(1) 並三叉型 norm~l 'hood (hoodは無
柄、翼発遣す)
図1.三叉での積 k の塑
ゆ
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A. hoodの附属物たし
a.誰穎正常
b.謹穎b先端片般〈悶1C) 
B. hood tc. IJ、世"T1 cm以下(図1B)
C. ，. lcm以上
(2)長三文型 elevatedhood (hoodは彊
い世の先端陀着生す、 hoodはやL晶〈
若干温化形態をとり、翼は一般に小形突
起献をなす。)
A. hoodの附属物悲し
B. hoodには1.5-2.0cinのtJ、和世あり
そ図lA)
(3)短三叉型 (外穎の先端部多少とも凹入
tて漏斗欣を呈し hoodは外穎の中途に
着生、翼なし〉
A. hoodは多〈袋献を呈L、小世あり、
(図1D) 
B.外穎深裂し、小さい膨幽は粒着生部
から1/3位の所に着生し常に粒の先端
露出す(図1E) 
I.中央列，j、穂のみhood，側列は短を乃至無
世
A. hood JE常、附属物君主レ
B. hood JE常、小芭あb
以上の諸.. 呉中、立を三叉友び長三叉型が最も
普通で、皮操、穂の諒密、粒育、白、紫色等の
諸形質にういて具る種種が見出されている。併'
じ他の鑓異は栽場種として符在するものは稀で
殊に短三叉型は形態的にも不稔粒を生じ易〈殆
ど栽培僚値のないものと思われる。'¥
並三叉型の遺体につaいては多〈の研究があ
る。とれと普通の長をとの交雑でFlは並三
叉、 F2では三叉と長'Eが3:1の分離をなすとと
はTschermak(1910)， Biffen (1909， 07)， 
Ubisch (1917) Sanders }.tび moe(1922)， 
Hor (1924)， Hayes及び Garber(1927)， 
Robertson(1929)， Buckley (1930)与により
確められ、 Park(1922)， Glinyany (1937)も
大体同様のととを観察している。との並三叉遺
体子(K)は背色粒Blbl(Buckley1930， Rober-
tson 1932) 及び intermedium複対遺健子
Ib Ii (Robertson 1933， Leonard 1942)と連
鎖関係を有し、第4連鎖群κ属するととが知ら
れている。併し三宅及び今井(1922)は三叉~x
然苦の乱で 9:7の分離比を得、 三叉世陀対し
てCJC~ の補足遺品子を償定している。
並三叉舎はKが奨'd:遺惇子Aと共存 (KA)
するときにのみ.現われ (Tschermak1910， 
Ubisch 1921， 23)，短世遺体子と共有~ (Ka) 
しても三叉空きを生ヒ君主い (UbischI921).叉主
主列及び側列世を抑制す.る遺体子lr(=赤藤9
1)は Ktz:対し優位で主側列亙ヴ側列陀於ける
三叉官発現を著tι〈阻害する (Tschermak
1910， Blaringhem 1921， '22， GUnyany 
1937， Ubisch 1飽3，Park 1抱3)~ 前述の主列
にのみ三叉聖書と生じる型はKAと1種の lr遺
体子の共同作用によるととは Glinya.ny(1937)
の結呆からも明かセある。
並三叉以外の hoodの遺体はまだ明かでな
い。 Michels(1936)は量三叉と長三叉との交
雑のFzで三叉芭と長tが8回 :347 (武略3:l-^ 
の分障をする事を認めとれを2遺体子で説明せ
んと試みた。併し、 ζの遺悔は相当複雑たよう
である。箸者は長官に対Lて長三叉は通常不完
全優性であるが、組合せにより長世x長三叉か
ら並三交が生じるとと、叉短三叉は長官に対し
完全た劣性として行動するのをみた。たirとれ
ら諸重異相互間交雑の Ft では長官や不完圭~
hood等種々異る表現型が現われる事が観察さ
れた。ー』方、立食三叉と長世との交雑に於て萄身
の量産異の現われるー蓮の観察が多〈の研紫替に
よb報告されて.いる。 13PちTschermakο901)
はFIは長三叉，F2で金三文、長三叉、長でさが分
離し、且、三叉世の先端tc.小突起、毛様在或は
太〈患いをの着生:ずるのをみ、 Biffen(I907)は
同様の交雑の Flが組合せによb無柄或は有柄
となれとの有柄 F'lの後代をは親のような無
柄三叉はあら必れたかったと。 Buckley(1930)
はか Aるhood着生位置の量産化には他り遺体子
が闘興ずると推測し、 Ubisch(19~3) は長三叉
はR遺骨撃手のh デロ (Kk)陀主主因するを説いて
いる。たお同女史 (1917)は関取 (H34)と並
三叉との交雑の F1，F2で護穎先端の局歌愛異
危殆ど例外た〈生じるとと及び短三叉B型の出
現を認めた。 Harlan(1931)もまた党三叉と
長在との雑種後代で、並三叉‘長三叉並びに短
三叉B型或は謹穎先端の腐献花獲異の生七るの
を観察した。
2.地理的分布 並三叉疏稿。裸萎は最初
長}1)4) - 34-
Wallich lJ.び :Hamiltonκよりネパール広
於て発見され‘て欧州れ紹介され.5.ρhlechten-
dahlによって 1837年 var._trifurcatuln 'と
名づけられた。現在欧州陀於てみられ、又、殊
に米闘で可なり贋奇栽培されている並三叉友び
長三叉大安ほとれとの交雑tz:ょっ℃生巴たもの
であるととが歴史的にも明かである。三叉をそ
もつ土着。種類ほネパール以西地区陀訟で除現
定までにさをk発見されていない。
VaviIov(1偲5)はさ叉世大安は側列無世や主E
=e:と共t亡、東のグY中心の大2容を特色歩ける志
のと見なしているが、東部アジタ'tt:於ける土着
種の分布獣態は戎の如くである。即も、 Aberg
(1940)段東苛ベットに於て kobdicumVav. 
et Orl. l1.ぴ cornutifoI"meE. A.bergを見
出し. Vavilov及び Orlov は中園産の多R
の鍵揮を毘較した。叉、 Handel二Mazetti も
回川省でとの q種種をみたσ併しi比等の費種は
何れも標世、疎穂の並三叉友ぴ長三叉である。
著者は中頭の京漢様活様信腸から鄭~Iiにかげ、
叉、徐州附近や上海近郊に於ても~三叉醜摘を
散見したら殊防京模市線の酉平から郵州降車る
聞では並三叉疎穂で麓頴片駅をした皮妻の外多
〈の費三叉疎穂皮婆や並三叉密穂裸喜容が長世
及び短を皮妻と明生しているのを見た。草、短
三叉A型〈図lD)を澗北省大治近郊陀於て採
集じた】1)'、どれほ唯1株のみで、附近には三叉
世の如何なる種類のものも見られなかった。と
れらの諸費異はまだ配載されていたい新銀種と
思われる。短三叉B(図1E)は関東地方に多
い関取に生じたq賢異で、鴻巣試験地に於〈見
出されたもの L如〈でるる。
併しながら東部アジアに於ても、満州、朝鮮
には全身三叉世大安ほ存在せ守、日本に於ても
研ヲE材料として輸入されたものL外全k土着の
種類は知られていない。
とのように、三叉世襲異はネパ戸ル、チペY
ト及ひ・華中、華北の地域に(i'jIみ分布するもので
あって、短世や側列無世の'倉具と同横東南アタ
ア特有の形質であるが、とれらよ bも更に局限
された分布地域をもつものであるととが指摘さ
れ忍。
考 察三叉苦の諸費異型の中並三叉以
外は遺体的に明かにされていないので、とれら
が並三叉と問機1¥遺体予が関輿しているものか
或は金〈別の遺体子によるものか判然となV!!t
唯ζれら諸盤整異が月て並三叉と同じ地域内tz:分
布しているととだけが指摘される唱以下陀於て
並三叉をもたらす遺体子Kの溌群地及びその起
原並びK短世の起原について若干み考察を試み
ると1:..1.する。
Harlan(1931)は var.trifurcatum Schl. 
が 1810-40の聞に於ては巴めてネパールで発
見されたととからむの形質の発群地をと.l.tt:求
め、中圏西部、北部に於ける分布はネパ戸ル闘
と中間との歴史的関係tz:帰し得る忘のと推測し
た。併しFreisleben(1940b)は Herrlichの
ヒマラヤ探険融や独乙のヒVズクーシ=蝶除隊
が共にキ:パ戸ルで三叉舎大要を発見し得主主かっ
たととから上設を否定し、その発鮮地を更にそ
の東方中園の商部、中部或は東チベットにあり
ι考えている。併し著者のみた筆中の種Aの地
域の三叉世大安は何れも草作のものなく、すペ
て普遍世大要中に混生じたものであり、且、一
般の種類より概して晩黙のもの多く、おそら〈
真に西カ'地域から近時移入されてきたものと考， 
えられる点がある。放に、三叉世の起原は中園
の西部山岳地帯以西にとれを求むペをものでは
たいかと考える。fj:j[r， Freislebenは三叉を
tz:は皮2容に費異がな〈楳のみであるから、皮2毎
と裸要治1.分化して後に裸3容にとの錘異が起った
と推測Lているが、著者は皮要tz:於ても同様な
費異を若干見出じたのでとの推測の根撮は失わ
れたというべきであろう。
三叉世及び短世の起原に関する遺体学的推察
は最初 Ubisch(1921)によって行われた。そ
の系統図は吠の如く毅初の遺体子型は ald(短
世)で、とれから慢性能然費異にどり異った短
世型を生己、それから相互交雑で長tきが現われ
最後に三叉世 AKIを生じたと推察した。
aki aki' 
1 11{ 
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とれに対して Scbiemann(1932)は次の趨
白から完圭に否定した。即ち、短~型はJ受fきか
ら劣性聾異によP生じたと考えられ、縫ってと
の系統閣は逝にみなければたらたいe叉.形質
の地理的分布からも、予れC成立の可能性ほ少
い。頁陀、 KC三叉き遺体予〉をふ〈んだ短世
型は金〈見出されない。前述した如〈との iは
渦位置体予を少〈とも部分的に指示していると
とは確かであって、別にのペる如'(iはIから
生じたと思われる。又、 aもAから後異したも
のであろう。即ち、現在の知見に於ては栽精種
に置い野宣大要の有す7る長きが、最も基本的主主
形であるという見解は、断定できたいまでも、
最も贋汎に支持される所であると思われる。
Harlan (1931) は長在大妻同志の受雑から三
叉きの獲異を見出し、主叉世は長芭かち便性突
然..異により生Eたものと見倣している。著者
らも授をから短在や三叉tきが生巴たものと考え
る。世界の大要の地理的分布をみても長老が J
最も普遍的であって、側列無世や短在、三叉世
等の分布は可1l:.t局地的で、長在型と常に共存
して.いるととは此等の諸轡異がこ共的に』更をか
ら分化したととを物語るものと思う。
本研究は文部省科学試融研究費Kよる粟韻の
1部であ与と Lに御援助を奥えられた当局に
感謝する。叉喧京都大学象学部助載授赤藤克己
博士に種々御助曾を得たととを記し併せて謝意
を表する。
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